


























1 〔訳注〕「民主主義」や「民主制」などを表す名詞 démocratie は、古代ギリシャの「デモクラ
ティア」（ギリシャ語 : δημοκρατία / dēmokratía）であり、これは「民衆・人民」（フランス語 : 
peuple）を意味する「デモス」（ギリシャ語 : δῆμος / dêmos）と「権力・支配」（フランス語 : 
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いては、政治の美学化〔esthétisation de la politique〕もまた存在しない 12。なぜなら、
美学とは政治の表明であるだけでなく、見えるものとそうでないものとの美学的
分
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　2014 年 4 月 28 日、つまりこの文章を書いた一か月後、さらにストライキが起こっ
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